cnkilLife

HmE: Ebi3 DYFRY Y 0—F i
#4045 &S: APRab10273

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID
BERE

ECI=]
Bt

JHFRY S O—FILHR

Sc&E

WB,ELISA

Eb ¥R

E[=2544

REIE

I9G

RUSBO—FIL

RIR

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
A%

KEE

50% 7 Uta—Il, 0.5% {FESR /80 E, 0.02% 5421 THEH N £5¢ PBS .

TI4 =T 4T

WB 1:500-1:2000,ELISA 1:5000-1:20000

25kDa

EBI3

EBI3; IL27B; Interleukin-27 subunit beta; IL-27 subunit beta; IL-27B; Epstein-Barr virus-
induced gene 3 protein; EBV-induced gene 3 protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、エプスタイン・バーウイルス感染に対するBリンパ球での誘導発現によって同定されました。この遺伝子は、ヘマトポエチン受容体ファミリーに属する分泌型糖タンパク質をコードし、28 kDaのタンパク質とヘテロ二量体を形成してインターロイキン27（IL-27）を形成します。IL-27は、CD4陽性T細胞のJak/STAT経路を活性化することにより、T細胞および炎症反応を制御します。[RefSeq提供、2008年9月]、機能：炎症促進作用および抗炎症作用を持つサイトカイン。ヘルパーT細胞の分化を制御し、T細胞の増殖を抑制し、細胞傷害性T細胞の活性を刺激し、B細胞のアイソタイプスイッチを誘導し、自然免疫細胞に多様な影響を及ぼします。標的細胞には、タイプ1エフェクター細胞（TH1）、タイプ2エフェクター細胞（TH2）、そしてIL-17産生ヘルパーT細胞（TH17）に分化可能なCD4ヘルパーT細胞が含まれます。ナイーブCD4 T細胞のクローン増殖を急速に促進しますが、メモリーCD4 T細胞のクローン増殖は促進しません。また、IL-12と強い相乗作用を示し、ナイーブCD4 T細胞のインターフェロン-γ/IFN-γ産生を誘導し、サイトカイン受容体WSX-1/TCCRに結合します。IL-27のもう一つの重要な役割は、抗腫瘍活性と、抗血管新生ケモカインの産生活性化を伴う抗血管新生活性です。,誘導：EBVによる。,オンライン情報：インターロイキン-27のエントリ,類似性：I型サイトカイン受容体ファミリーに属します。タイプ3サブファミリー。,類似性:2つのフィブロネクチンタイプIIIドメインを含む。,サブユニット:IL27とのヘテロ二量体。IL-27はIL27とEBI3からなるヘテロ二量体である。EBI3はIL-12ヘテロ二量体の構成要素でもある。SQSTM1と相互作用する。,
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	Ebi3ポリクローナル抗体を用いたHBE細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。

